
附 属 明 細 書
\ 固定資産の取得及び処分、減価償却費（「第84 特定の償却資産の減価に係る会計処理」及び「第89 資産除去債務に係る特定の除去費用等の会計処理」による損益外減価償却相当額も含む。）並びに減
損損失の明細 （単位：円）

資 産 の 種 類 期 首 残 高 当期増加額 当期減少額 期 末 残 高
減 価 償 却 累 計 額 減 損 損 失 累 計 額

差引当期末残高 摘 要
当期償却額 当期損益内 当期損益外

有 形 固 定 資 産
（特定償却資産）

建 物 17¶294¶432¶871 390¶777¶840 47¶678¶035 17¶637¶532¶676 6¶800¶342¶286 568¶950¶149 0 0 0 10¶837¶190¶390

構 築 物 4¶587¶362¶846 0 96¶203¶961 4¶491¶158¶885 2¶131¶942¶296 155¶161¶146 0 0 0 2¶359¶216¶589

機 械 装 置 155¶464¶206 94¶846¶861 51¶287¶459 199¶023¶608 102¶843¶045 13¶177¶558 0 0 0 96¶180¶563

工具器具備品 315¶083¶226 39¶432¶473 8¶095¶485 346¶420¶214 251¶017¶596 29¶598¶566 0 0 0 95¶402¶618

図 書 50¶192¶220 0 1¶325¶583 48¶866¶637 0 0 0 0 0 48¶866¶637

（減損会計関係）
１．減損の兆候が認められた固定資産の用途、種類、場所、帳簿価額の概要

用 途 種 類 場 所 帳 簿 価 額

建物 3¶052¶912円

池田宿舎 建物附属設備 大阪府池田市緑丘１`４`12 381¶133円 計 4¶027¶165円

構築物 593¶120円

２．金融商品の時価等に関する事項
期末日における貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりであります。

（単位：円）

貸借対照表計上額 時 価 差 額

１．現金及び預金 2¶383¶643¶683 2¶383¶643¶683 `

２．未収学生納付金収入 16¶074¶000 16¶074¶000 `

３．未払金（リース債務除く） (1¶048¶328¶366) (1¶048¶328¶366) `

４．リース債務 (207¶062¶402) (207¶279¶963) � 217¶561

※１ 負債に計上されているものについては、（ ）で示しております。
※２ リース債務は貸借対照表上、未払金に52¶326¶990円、長期未払金に154¶735¶412円計上されて
おります。
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２．資産除去債務の金額の算定方法
支出発生までの見込期間は残存耐用年数とし、割引率は長期国債の利回を参考に0•129％から

2•140％として資産除去債務を計算しております。
３．資産除去債務の総額の期中における増減内容

期首残高 70¶976¶116円
時の経過による調整額 329¶912円
資産除去債務の履行等による減少額 6¶571¶113円
期末残高 64¶734¶915円

２．認められた減損の兆候の概要
池田宿舎は現在、入居率が50％を下回っております。

３．減損の認識に至らなかった理由
池田宿舎は、現在も入居者を受け入れており、今後とも、宿舎や宿泊施設として活用するために
恒常的な維持管理も行っているので、減損の認識には至りませんでした。
（キャッシュ・フロー計算書）
１．資金の期末残高の貸借対照表科目別の内訳

現金及び預金 2¶383¶643¶683円
定期預金 －1¶650¶047¶113円

G G G G G G G G G G

資金期末残高 733¶596¶570円
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２．重要な非資金取引
現物寄付の受入による資産等の取得 39¶655¶874円
ファイナンス・リースによる資産の取得 206¶178¶620円

（金融商品の時価等）
１．金融商品の状況に関する事項
本学は、資金運用については預金、地方債及び政府保証債（その元本の償還及び利息の支払につ
いて政府が保証する債券をいう。）その他文部科学大臣の指定する有価証券に限定しております。
なお、平成24年度期末における余裕金の運用残高は定期預金1¶650¶047¶113円です。

~ 金融商品の時価の算定方法
１．現金及び預金、２．未収学生納付金収入並びに３．未払金（リース債務除く）
これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によっ
ております。
４．リース債務
元利金の合計額を同様の新規リース取引を行った場合に想定される利率で割り引いて算定する
方法によっております。

（重要な債務負担行為）
平成25年３月31日現在における重要な債務負担行為は次の通りである。
１．大阪教育大学天王寺西館改修工事 95¶865¶000円
（重要な後発事象）
該当事項はありません。
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